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(百万円未満切捨て)
１．平成27年３月期第１四半期の業績（平26年４月1日～平26年６月30日）

（１）経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

27年３月期第１四半期 448 45.6 △58 ― △66 ― △67 ―

26年３月期第１四半期 308 ― △65 ― △83 ― △83 ―
　

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

27年３月期第１四半期 △1.37 ―

26年３月期第１四半期 △1.72 ―
（注）当社は、平成25年10月１日付で普通株式１株につき普通株式100株の割合で株式分割を行っております。１株当た

り当期純利益につきましては、当該分割が、前事業年度の期首に行われたと仮定し算定しております。

（２）財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

27年３月期第１四半期 231 33 11.9

26年３月期 670 68 10.1
(参考)自己資本 27年３月期第１四半期 27 百万円 26年３月期 68 百万円
　

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

26年３月期 ― 0.00 ― 0.00 ―

27年３月期 ―

27年３月期(予想) 0.00 ― 0.00 ―
(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

　

３．平成27年3月期の業績予想（平成26年４月1日～平成27年３月31日）

(％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第２四半期(累計) ― ― ― ― ― ― ― ― 　―

通期 1,608 ― 169 ― 116 ― 115 ― 2.35
(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無

平成27年3月期の業績予想における１株当たり当期純利益については、平成25年10月１日を効力発生日として普通株式

１株を100株に分割する株式分割を考慮した額を記載しております。
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※ 注記事項

（１）四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

　① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

　② ①以外の会計方針の変更 ： 無

　③ 会計上の見積りの変更 ： 無

　④ 修正再表示 ： 無

（３）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 27年3月期１Ｑ 49,390,900株 26年3月期 48,780,000株

② 期末自己株式数 27年3月期１Ｑ ― 株 26年3月期 ― 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 27年3月期１Ｑ 48,836,007株 26年3月期１Ｑ 48,780,000株

　当社は、平成25年10月１日付で普通株式１株につき100株の割合で株式分割を行っております。前事業年度の期首に当

該分割が行われたと仮定して株式数を算定しております。

※ 四半期レビュー手続の実施状況に関する表示

・この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外ですが、この四半期決算短信の開示時

点において、四半期財務諸表に対する四半期レビュー手続は終了しております。

　

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

・本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報および合理的であると判

断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提

となる条件および業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料３ページ「業績予想などの将来予測

情報に関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第１四半期累計期間におけるわが国経済は、政府による経済再生政策や日本銀行による金融政策の浸透で、

懸念された４月の消費増税による需要反動減の影響も想定内に収まるとの見通しもあり、景気は引き続き緩や

かな回復基調をもって推移しております。しかしながら一方で、新興国の経済成長鈍化や原材料価格の高騰に

よる不安感および物価の上昇に比べて、個人所得の増加を実感するまでには至っておらず、依然として先行き

不透な状況は続いております。

不動産業界におきましては、消費増税による影響は少なからず出ておりますが、政策支援や低金利の持続等

により一定の回復傾向で推移しております。

このような事業環境の中、当社は昨年に続き主要事業である不動産事業に基軸を置き、不動産再生事業にお

いては、北海道所在の区分マンション「ザ・ヴィレッジアルファ」、港区白金所在の１棟収益アパート「パワー

アパートメント白金」、台東区柳橋所在の１棟収益オフィスビル「柳橋Ｍビル」の売却を行い、プロパティマネ

ジメント事業においては新規案件の受託、不動産売買仲介事業においては媒介契約の締結と売買取引の成立に

取り組んでまいりました。

その結果、第１四半期累計期間における売上高は448,858千円（前年同四半期比140,629千円の増加）と前年

を上回る推移をし、売上総利益も増加となりました。しかしながら、営業損失は58,386千円（前年同四半期比

7,177千円の改善）、経常損失は66,715千円（前年同四半期比16,811千円の改善）、四半期純損失は67,018千円

（前年同四半期比16,811千円の改善）となり、これにより１株（普通株式100株の割合）当たり四半期純損失は

１円37銭となりました。

セグメント別の進捗は次のとおりであります。

（不動産事業）

不動産事業の当第１四半期累計期間における売上高は448,858千円（前年同四半期比140,629千円の増加）と

前年を上回る推移をしたものの、セグメント損失は12,630千円（前年同期は8,693千円の損失）となりました。

当セグメントにおいては不動産再生・売買仲介と不動産コンサルティング事業を行っております。当四半期に

おける活動は以下のとおりです。

■不動産再生・売買仲介

当事業の販路拡大に伴い、不動産再生事業分野においては東京都（千代田区、中央区、港区、葛飾区、墨田

区、江東区、江戸川区など）、千葉県（松戸市、柏市、船橋市、市川市など）など首都圏を中心に優良物件の取

得を進め、物件毎に最適なリニューアル工事を施すことにより付加価値を高めて販売を行った結果、前年同期

間を大きく上回る実績となっております。今後においても、取引先関係各社との更なる関係強化、新規ルート

の開拓による情報の収集と交渉に取り組み、更なる事業拡大に邁進してまいります。不動産売買仲介事業分野

においては、６月に１件の売買契約が成立し、第２四半期期間で物件引渡しが行なわれ、物件引渡し時に仲介

手数料収入を得ております。

また、プロパティマネジメント事業分野においては、販売用不動産の販売の際、買主様からご信頼をいただ

いた結果、当社で物件管理受託やサブリースあるいはマスターリース契約を締結し、家賃回収代行手数料やサ

ブリースおよびマスターリースによる家賃収入を売上計上しております。当第１四半期累計期間においては、

前年同四半期比で2,870千円の増加となっており、利益に直結した取引として今後も契約増加を目指してまいり

ます。

■不動産コンサルティング事業

　当事業においては、売上計上に至りませんでしたが、継続した取り組みを行ってまいります。

（ＩＴ事業）

　当社のコア事業である不動産事業とシナジーを得られる業態において、モバイル＆タブレット端末を用いた、

不動産接客支援システムの提供を行ってまいります。
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（２）財政状態に関する説明

（資産の部）

流動資産は、前事業年度末に比べて200.0%減少し219,667千円となりました。これは主として販売用不動産の

減少によるものです。

固定資産は、前事業年度末に比べて0.0%減少し11,777千円となりました。これは主として有形固定資産の減少

によるものです。

（負債の部）

流動負債は、前事業年度末に比べて211.3%減少し190,906千円となりました。これは主として短期借入金の返

済によるものです。

（純資産の部）

純資産合計は、四半期純損失による利益剰余金の減少に伴い、前事業年度末に比べて102.5%減少し33,953千円

となりました。

（３）業績予想などの将来予測情報に関する説明

当社の業績は売上構成比率の高い販売用不動産の売却時期によって大きく変動するため、各四半期累計期間

における業績予想値の公表は行っておりません。

また、平成27年３月期の通期業績予想につきましては、平成26年５月14日に公表いたしました売上高1,608百

万円、営業利益169百万円、経常利益116百万円、当期純利益115百万円から変更はありません。なお、当該通期

業績予想値については、既に取得済みの販売用不動産と今後取得する販売用不動産を売却する想定で算出して

おります。
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２．サマリー情報(注記事項)に関する事項

（１）四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

該当事項はありません。

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

該当事項はありません。
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３．継続企業の前提に関する重要事象等

当第１四半期累計期間の業績は、売上高は448,858千円、営業損失は58,386千円、経常損失は66,715千円、四半

期純損失は67,018千円計上いたしました。

このような多額の損失を計上している状況から、継続企業の前提に重要な疑義が存在しており、収益性と財務

体質の早急な改善を迫られております。

なお、詳細につきましては「継続企業の前提に関する注記」を参照下さい。
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４．四半期財務諸表

（１）四半期貸借対照表

(単位：千円)

前事業年度
(平成26年３月31日)

当第１四半期会計期間
(平成26年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 97,880 59,924

売掛金 624 185

販売用不動産 535,998 140,646

前払費用 12,105 4,409

預け金 12,410 12,410

その他 472 2,092

貸倒引当金 △498 -

流動資産合計 658,992 219,667

固定資産

有形固定資産 2,403 2,305

無形固定資産 515 489

投資その他の資産

敷金及び保証金 7,160 7,160

長期前払費用 621 561

その他 1,080 1,260

投資その他の資産 8,861 8,982

固定資産合計 11,781 11,777

資産合計 670,774 231,444

決算短信 （宝印刷）  2014年08月12日 16時44分 8ページ （Tess 1.40 20131220_01）



株式会社メッツ(4744) 平成27年３月期 第１四半期決算短信

7

(単位：千円)

前事業年度
(平成26年３月31日)

当第１四半期会計期間
(平成26年６月30日)

負債の部

流動負債

買掛金 41,622 9,133

短期借入金 509,900 139,900

役員短期借入金 8,000 -

1年内返済予定の長期借入金 4,176 4,176

未払金 3,676 10,154

未払費用 2,880 2,576

未払法人税等 6,642 2,305

前受金 4,355 16,831

預り金 1,999 1,700

その他 11,120 4,127

流動負債合計 594,374 190,906

固定負債

長期借入金 7,628 6,584

固定負債合計 7,628 6,584

負債合計 602,002 197,490

純資産の部

株主資本

資本金 2,346,750 2,360,284

資本剰余金

資本準備金 2,755,812 2,769,346

その他資本剰余金 364,374 364,374

資本剰余金合計 3,120,187 3,133,721

利益剰余金

その他利益剰余金

繰越利益剰余金 △5,399,408 △5,466,426

利益剰余金合計 △5,399,408 △5,466,426

株主資本合計 67,528 27,578

新株予約権 1,242 6,374

純資産合計 68,771 33,953

負債純資産合計 670,774 231,444
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（２）四半期損益計算書

第１四半期累計期間

(単位：千円)
前第１四半期累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年６月30日)

当第１四半期累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年６月30日)

売上高 308,229 448,858

売上原価 286,525 418,729

売上総利益 21,703 30,128

販売費及び一般管理費 87,267 88,515

営業損失（△） △65,564 △58,386

営業外収益

受取利息 1 2

受取保険料 32 -

還付加算金 13 -

その他 8 45

営業外収益合計 54 47

営業外費用

支払利息 1,037 8,340

融資関連費用 16,979 35

営業外費用合計 18,017 8,376

経常損失（△） △83,527 △66,715

税引前四半期純損失（△） △83,527 △66,715

法人税、住民税及び事業税 302 302

法人税等合計 302 302

四半期純損失（△） △83,829 △67,018
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（３）四半期財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

当社は、前事業年度において、営業損失110,852千円、経常損失168,724千円、当期純損失168,691千円の重要

な営業損失、経常損失及び当期純損失を計上し、また、営業キャッシュ・フローも△541,040千円と大幅なマイ

ナスとなりました。

当第１四半期累計期間の業績は、営業損失58,386千円、経常損失66,715千円、四半期純損失67,018千円の重要

な営業損失、経常損失及び四半期純損失を計上しております。当該状況により、継続企業の前提に重要な疑義を

生じさせるような状況が存在しております。

　当社は当該状況を解消し又は改善すべく、以下の対応策を確実に実施してまいります。すなわち、安定した収

益基盤の確立、コスト削減あるいは資金調達及び財務基盤の強化を目指してまいります。

　具体的には

１. 平成27年３月期におきましては、当社が得意とする潜在価値のある中古不動産に対する不動産再生事業にと

どまらず、不動産に対する幅広い需要に対応するため不動産仲介業にも力点を置き、又、賃貸ビル取得によ

る不動産賃貸事業による安定収益の確保も視野に入れた活動を展開してまいります。

２. 現在までのコスト構造を見直し、人件費の削減（インセンティブ条件の見直し）やその他経費の削減（効率

的な営業活動による交際費や交通費削減、効率的な不動産事業資金の効率化促進による支払利息の抑制他）

等費用対効果をさらに意識した堅固な企業体質を実現してまいります。

３. 平成27年３月期におきましては、財務基盤の強化を目的として間接金融、直接金融等さまざまな手段による

資金調達を検討いたした結果、「重要な後発事象」に記載のとおり、平成26年５月30日開催の取締役会におい

て行使価額修正条項付新株予約権の発行を決議し、平成26年６月16日に発行しております。

等の対応策により、経営の効率化を図り、安定的な収益基盤を構築すべく努めてまいります。

しかしながら、これらの対応策は実施途上であり、また、対応策を実施してもなお、今後の景気及び不動産

の売却時期の遅延等により、早期に業績が回復できるか不透明であるため、現時点では継続企業の前提に関す

る重要な不確実性が認められます。

なお、四半期財務諸表は継続企業を前提として作成されており、継続企業の前提に関する重要な不確実性の

影響を財務諸表に反映しておりません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

当社は、平成26年６月16日に東京証券取引所に適時開示いたしましたとおり、フィリップ証券株式会社から第

三者割当による第２回新株予約権発行に関し、5,400千円の払い込みが完了しました。また当第１四半期連結累

計期間において、新株予約権の一般募集により、資本金が2,360,284千円、資本準備金が2,769,346千円となって

おります（行使期間：平成26年６月17日から平成27年６月16日の１年間、行使予定額：概算額605,400千円

12,000,000株を限度）。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第１四半期累計期間(自 平成25年４月１日 至 平成25年６月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び損失の金額に関する情報

（単位：千円）

報告セグメント

合計

不動産事業 ＩＴ事業 計

売上高

外部顧客への売上高 308,229 ― 308,229 308,229

セグメント間の内部売上高
又は振替高

― ― ― ―

計 308,229 ― 308,229 308,229

セグメント損失 △8,693 △158 △8,851 △8,851

２．報告セグメントの損失の金額の合計額と四半期損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容(差異調整に関

する事項)

(単位：千円)

損失 金額

報告セグメント計 △8,851

全社費用(注) △56,712

四半期損益計算書の営業損失（△） △65,564

(注) 全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

３．報告セグメントの変更等に関する事項

該当事項はありません。

４．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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Ⅱ 当第１四半期累計期間(自 平成26年４月１日 至 平成26年６月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び損失の金額に関する情報

（単位：千円）

報告セグメント

合計

不動産事業 ＩＴ事業 計

売上高

外部顧客への売上高 448,858 ― 448,858 448,858

セグメント間の内部売上高
又は振替高

― ― ― ―

計 448,858 ― 448,858 448,858

セグメント損失 △12,630 0 △12,630 △12,630

２．報告セグメントの損失の金額の合計額と四半期損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容(差異調整に関

する事項)

(単位：千円)

損失 金額

報告セグメント計 △12,630

全社費用(注) △45,756

四半期損益計算書の営業損失（△） △58,386

(注) 全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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